
 

 

ステップアップ！鍛ほめ火おこし体験！ 
１ 活動のねらい 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力 
自分のことは

自分でする 

何事も最後ま

でやり遂げる 
リーダー性 

自己をふり返り、

集団を見つめ直す 

自然に親しみ、環境

について考える 

〇  ◎   〇 

２ 概要 

 

 

 

 

 

 

 

３ 対象及び活動形態 小学生～成人 １００名程度  

※１グループ４人程度が望ましいです。 

４ 活動の流れ（所要時間 1～1.5 時間） 
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５ 準備物 

『青年の家』 ファイヤースターター、うちわ、杉の葉（雨天時用） 

『個人』 軍手 

 『団体』 太い麻ひも、はさみ（ひもを切るためのもの）、救急バッグ等 

「鍛ほめ福岡メソッド」の考

え方に沿った、やや困難な条件

の中での火おこしです。雨天時

は、青年の家が集めている杉の

葉を使用できます。活動中、指

導者は安全面に関する声かけ

は行ってください。それ以外

は、活動を見守ることで参加者

が自らの力で解決に挑む姿や

話し合う姿が多く生まれます。

そして、活動の中で見つけた仲

間の頑張りを認め合う活動を

通して「自尊感情・規範意識」

の育成や、困難な課題にも最後

まであきらめずに取り組む「チ

ャレンジ精神」の育成につなが

ります。 

事前説明 

活 動  

野外調理 

ポイント 

 

青年の家職員による、挑戦意欲を引き出す動機付け 
 

提示された条件に沿った火おこし 
集める材料、火のおこし方の話し合い 
 

調理器具、かまど等の後片付け 
借用物品の返却 青年の家職員への連絡 

 火おこし体験 

・使用できる道具は 

①ファイヤースターター 

②麻ひも  

③山で拾った材料     

④うちわ 

という、やや困難な条件を乗り

越え火をおこせた時の感動を

仲間と共有できます。 

 

・ファイヤースターターによる火

おこしの仕方は、防災教育とし

ても役立ちます。 

活動のふり返り 
目標や条件に立ち返り、自分や友達ので
きるようになったことや、がんばった姿
と結果をつなげて評価。 
 

提示された条件の範囲内で火をおこす方法を考え出す、少し難しいけれど楽しい活

動です。条件を満たすこと以外は自由なため、子ども達の自由な発想や盛んな話し合

いが生まれるでしょう。試行錯誤をし、火をおこせた時の達成感はとても大きいです。 

焼きマシュマロやカレーライス等 野外調理と組み合わせると意欲がより高まります。 

 


